
防災デジタルプラットフォーム



○ 令和６年度より運用を開始した新総合防災情報システム（SOBO-WEB）で、国や地方自治体、指定
公共機関等の災害対応機関が共有すべき特に重要な災害情報を、全米情報共有化協会のEEI（※）を
参考に、災害対応基本共有情報（EEI）として整理。

○ 全米情報共有化協会のEEI、近年の我が国における災害情報の共有実績、新総合防災情報システム
（SOBO-WEB）利用機関のニーズ等の調査検討結果から、情報項目の細分まで整理し、災害対応基
本共有情報（EEI）第１版としてとりまとめた。「防災分野のデータプラットフォーム整備に向けた
調査検討業務」の一環で検討。

EEI第1版 一覧

※EEI： Essential Elements of Information

災害対応基本共有情報（EEI）



新総合防災情報システム（SOBO-WEB）の概要図
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新総合防災情報システム（SOBO-WEB）について

〇旧システムは、整備から10年以上経過しており、操作性やデータ量に課題あり。また、
利用者も国の関係省庁に限られている。

〇新総合防災情報システム（SOBO-WEB）では、操作性・データ量を大幅に強化すると
ともに、国の機関だけでなく、地方自治体・指定公共機関も利用可能に。

国と自治体等が一体となった災害対応を一層さらに強化。

旧システム 新システム
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国（関係省庁）(23機関)

地方自治体 (1788機関)

指定公共機関 （106機関）

計 （1917機関※）

自動収集する情報を拡大

地図情報を自動で更新

取得・閲覧可能な地図情報が増加

国（関係省庁）(23機関)

地方自治体   (1788機関)

  指定公共機関 （106機関）

計  （1917機関※）

※2024年7月18日現在



新総合防災情報システム（SOBO-WEB）の概要

〇新総合防災情報システム（SOBO-WEB）は、災害情報を地理空間情報として共有するシス
テム。

〇災害発生時に災害対応機関が被災状況等を早期に把握・推計し、災害情報を俯瞰的に捉え、
被害の全体像の把握を支援することを目的としている。

地図情報の共有

収集したデータを地図化し、災害対応に活用
（２種類の利用態様で提供）

災害情報集約

関連機関から情報を集約

解析雨量降水短時間予報

断水情報

道路通行規制状況

等

①地図機能（SOBO-WEB）

②情報流通機能（SIP4D機能の社会実装）

※インターネット接続環境下の端末のWebブラウザより、
専用URLに接続後、ID/PASSの入力でアクセス可能。
専用端末不要で、PC・タブレット・スマートフォンから利用

可。

システム同士の連接により、災害情報の送受信が可能。
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